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Ａ．目的
　保健師のバーンアウト率は５０%と報告されているが ）̍、
中でも中堅保健師は業務全体の企画、所内外との連携調
整など、ストレスの多い環境にさらされている ）̎。そこ
で佐久地区の中堅保健師のバーンアウトの特徴と関連要
因を知り、対策を検討することを目的とした。

Ｂ．調査方法
　佐久地区保健師会に所属する保健師のうち、経験６年
以上の８６名を対象に、無記名自記式質問紙調査を行った。
質問内容は先行研究 ）̎を参考に、属性、職場の体制、
バーンアウト、職場要因・緩衝要因・個人要因について
たずねた。バーンアウトは、仕事のストレスによって生
じる反応をMaslach Burnout Inventoryの日本語版 ）̏

（以下バーンアウトとする）を用いて測定した。これは
「情緒的消耗感」「脱人格化」「個人的達成感低下」の３
下位尺度１７項目からなる。例えば「脱人格化」について
は、Ｑ「こまごまと気配りすることが面倒に感じること
がある」Ｑ「同僚や患者と、何も話したくなくなること
がある」Ｑ「仕事の結果はどうでもよいと思うことがあ
る」などの項目をあげている。経験年数とバーンアウト
の関連を一元配置分散分析、他の要因との関連を
Spearmanの相関分析で検討した。有意水準は５%（両
側）とした。調査票は職場単位で配布、回収した。調査
は平成２１年３月に行った。平成２２年４月に、本調査結果
を学会報告することについて、調査協力者に文書と口頭
で周知し、同意を得た。

Ｃ．調査結果
１．対象者の概要
　７２名から調査票を回収し、有効回答７０名分を分析した。
その所属は市町村４５人、保健所４人、病院１６人、その
他・無回答５人であった。
　経験年数別にはⅠ期（６　１０年目）１４人、Ⅱ期（１１　

１５年目）１３人、Ⅲ期（１６　２０年目）１１人、Ⅳ期（２１年目
以上）３２人であった。
２．バーンアウト
　バーンアウトの平均得点（標準偏差）は、情緒的消耗
感１３．０（４．６）、脱人格化１１．５（３．５）、個人的達成感１４．２
（３．６）だった。経験年数による有意な差はなかった
（表１）。
３．経験年数とバーンアウトの関連要因
　経験年数別にバーンアウトと職場要因、緩衝要因、個
人要因との相関関係をみた（表２）。
Ⅰ期：仕事の負担感、仕事のコントロールの難しさを感
じるほど情緒的消耗感が高まり、個人的達成感が低下す
る傾向がみられた。その一方で、休息の確保と職務満足
が高いほど情緒的消耗感が低下する傾向があった。
Ⅱ期：仕事のコントロールが難しいほど情緒的消耗感が
強まるという強い相関関係がみられた。またⅠ期と同様
に休息の確保と職務満足が高いほど情緒的消耗感が低下
する傾向があった。統計学的に有意ではないものの、Ⅱ
期の脱人格化は１０．５点と低値で、係内や保健師同士のサ
ポートがあるほど脱人格化が低下する傾向があった。
Ⅲ期：仕事の負担感が情緒的消耗感や脱人格化を高める
傾向がみられたが、それと同時に係長が「係員が仕事を
しやすいように必要な調整を行ってくれる」と情緒的消
耗感や脱人格化が低下する強い相関関係があった。
Ⅳ期：仕事のコントロールが難しいほど情緒的消耗感と
脱人格化が高い傾向があった。緩衝要因のうち、上司の
サポートよりも保健師同士のサポートがあるほど脱人格
化が低く、個人的達成感の高い傾向にあった。相関係数
が０．４から０．５代と他期に比べて相関関係は弱かった。

Ｄ．考察
　結果で示した各期のバーンアウトの特徴をふまえ、保
健師への支援のあり方を検討した。
　Ⅰ期からⅣ期に共通して職務満足が高いほど情緒的消
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耗感が低く、個人的達成感が高かった。保健師として満
足度の高い仕事ができるような支援がバーンアウト予防
に重要である。
　Ⅰ期Ⅱ期は、仕事の負担感やコントロールの難しさと
情緒的消耗感が関連していた。上司が仕事を割り当てる
際には、保健師として必要を感じ、納得して取り組める
ような説明が必要である。
　またⅡ期は、先行研究で「周囲からの期待や役割が増
大し要求度は高いが自由裁量権は低いと言う職場環境の
影響から、情緒的消耗感・脱人格化が最も高い」）̎と報
告されているが、本調査では有意な得点差はなかった。
その一因として、係内・保健師同士の支えあいや職務満
足が関連していた。佐久地区では近隣市町村の保健師仲
間が集い共同研究や情報交換を行える場が多い。係内・
保健師同士の支えあいや職務満足が関連していたことか
ら、そのような支えあいの関係が関連した可能性がある。
　Ⅲ期Ⅳ期では上司のサポートや保健師同士のサポート
があるほど脱人格化を低め、個人的達成感を高めていた。
この時期の保健師は仕事の負担感と責任が重くなる時期
で、仕事のやり方や仕事のコントロールの難しさに悩ん
でいる。上司からのサポート、係内や保健師相互のサ

ポートがバーンアウトの予防に重要な役割を果たしてい
た。所属組織内外で保健師同士が交流することが相互サ
ポートとなり、またキャリア指向性や職務満足を高める
機会となることが期待される。
　本調査は先行研究の分類に従ったため、Ⅰ期からⅢ期
の対象者数が１１～１４人と少なく、また役職の調査してい
ないことからⅣ期の中で自分が上司という人が含まれて
いる。行政保健師と病院保健師が混在しており、所属に
よってバーンアウトの特徴も異なる可能性がある。
　本調査は佐久地区保健師会　平成２０～２１年度精神保健
プロジェクトとして実施された。
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表１　経験年数別のバーンアウトの得点

表２　経験年数別のバーンアウトと職場要因・緩衝要因・個人要因との相関


